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すべての正の実数 xに対し、
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が成立するとき、各辺の自然対数をとると 

 



























x
x

x
x

1
1log

2

1
1

1
1log  0

1
1log1 










x
x かつ 01

1
1log

2

1




















x
x であればよい。 

 

xxxx
x

xxf log)1log(1
1

1log1)( 







 とすると 

 
1

1

1
log

1

1
)1log(log1log

1
)1log()(













xx

x

x
xxx

x

x
xxf  

 0
)1(

1

)1(

12

)1(

)1()1(

)1(

1

1

11
)(

22

22

2

2

2





















xxxx

xxxxx

xx

xxxx

xxx
xf  

0x のとき、 0)(  xf であるから、 )(xf  は単調増加。 
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0x のとき、 0)(  xf であるから、 )(xf は単調減少。 
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とすると 
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0x のとき、 0)(  xg であるから、 )(xg  は単調増加。 
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0x のとき、 0)(  xg であるから、 )(xg は単調減少。 
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以上により、 0x のとき、 0)( xf かつ 0)( xg が示されたので 
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 (証明終) 


